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1．はじめに
　実践的な英語能力を伸長することを目的とす
る英語授業において、リバースの提唱した「技
能の習得」（skill－getting）と「技能の使用」（skill－
using）を区別する考え方は今なお一定の有効
性を持っていると考える。この考え方によれば、
言語活動は、ski11－geUing　a。tivity（言語に対す
る知識や基本的技能を得る活動）とski11－using
activity（その知識や技能を実際の場面で使って
コミュニケーションをする活動）のどちらかに
分類される。十分な「技能の習得」の活動を基
礎に、橋渡し的な擬似コミュニケーション活動
を媒介としながら、「技能の使用」の実現とし
て自然な「言語交流」（interaction）のできる状
況を教室内に生み出すことで、コミュニケーシ
ョン能力の育成をはかることができる1。これ
は「話し聞く」学習に関わる過程ばかりでなく、
「書き読むj学習においても同様に機能する。
本稿では、短期大学英文学科において「技能の
使用」を意識的に実践した英語授業について報
告する。
2．ストーリー・テリングの実践
　20年来担当している「LL演習」の授業にお
いて、当初からリスニングの技能だけでなく、
スピーキングの技能も伸ばすことを目標として
きた。はじめは、リスニング・スピーキングの
両方の練習を含む会話テープ教材を用いた。こ
れらは当時まだ新しかったnotional－fimctional
syllabusの考え方で構成されており、会話中心
のリスニング・タスクはリアルでユーモァがあ
り面白いものであったが、スピーキングの実践
において会話の型から離れにくいことを感じて
いた。
　そのうち、レベル別に英語をコントロール
したビデオ教材がたくさん発売されるようにな
り、数種類を使ってみた（L。ngmanやOxford
U．P．が発行したもの）。ビデオ教材の良さは、
音声以外の表情やジェスチャーや背景などすべ
てを見取ることができることで、テープ教材に
比べて場面の状況がより詳しく理解できる。こ
の利点が実感できた活動が、Oxferd　U．P、のビデ
オ教材（Gmpefrine、　The　Verieho伽SPi？aeJr、
On／7」th／Americaなど）が採用していた、各ユ
ニットの最後におかれたストーリー・テリング
（story－telling）のセクションであった。
　ストーリー・テリングを実践してわかったの
は、次のような特徴である。この言語活動は、
会話を聞き取るだけでなく、動作や表情、感
情、背景などをも英語で表現する必要がある。
そのため、会話表現に偏らず、広い範囲の語彙
や表現の習得を必要とする。さらに、まとまり
のある表現をする難しさもある。最初はひとり
でやることが難しいが、4人ほどのグループ活
動、ペア活動を順に経るようにすることで、最
終的にはソロでストーリーを語ることも可能と
なる。ペア活動のバリエーションとして、LL
教室／CALL教室のランダムペアを作る機能
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を活用することで、同じ活動を違う相手と繰り
返すこともできる。ランダムペアは会話にヘッ
ドセットを利用することから、碓話と同じく音
声のみが頼りとなる。また、いつもと違う相手
と話すことから、ゲーム的要素もあり、学生に
は好評である。このことから、最近は、テープ
教材であれ、ビデオ教材であれ、post－listcning、
post－vicwingの活動としてスト　一一リー・テリン
グを活用するようにしている。
　3年ほど前からは、英謡教材として作成した
ビデオではなく、映画を教材化したテキストを
使用している。テキストにストーリー・テリン
グの練留問題はついていないが、ユニットのま
とめとしてストー・リー一・テリングを必ず課して
いる。通常1週目で、新出語彙や熟語の導入、
内容把握のためのビデオ視聴と各種の英語によ
る質疑応答を行い（ここがskill・gettingの段階）、
2週目にストーリー・テリングを行っている（こ
こがskill・usingの段階）。
　2週目の前に多くの学生は予習としてスト
ーリーを書いてくるが、活動時にはその紙をな
るべく見ないよう指導している。4人のグルー
プ活動でひとりずつ語っていくので、前の人の
話をよく開いてそれにあわせてうまく話をつな
いでいくことが要求される。学生たちは、別の
授業でDavid　Coulson講師が指導しているteam
talking2の技能を使ってお互いに助け合いなが
ら話しているはずである。また、表現するにあ
たって、映画の中の会話で使われた表現を必ず
使う必要はない。自分の知っている表現や易し
い表現、一般的な表現を使えばよい。これはま
さに「型を離れた活動」であり、skill－usingと
いうことになる。
　自然な言語交流をもたらすには「意思疎通を
したいという動機」1が必要だが、ストーリー・
テリングはそれを生み出すのかという疑問を持
つ人もいるかもしれない。しかし、よくできた
ビデオ教材、それ以上に映画は、圧倒的な量の
4ンプットとストーリーの力で、学生たちの語
りたいという意欲をかきたててくれるのであ
る。また、5一王O分程度の長さのビデオを視聴
して英語による質疑応答をやった段階では、実
は学生たちの間でまだ内容理解の幅があり、グ
ループ活動やペァ活動としてのスト　・一リー・テ
リングにおいてそのインフtメーション・ギャ
ップが埋まるという実質的な理由もある。ただ
し、うっかりすると、この情報交換を日本語で
やってしまうので、英語でなんとかやりこなす
よう常に学生たちを激励する必要がある。
　ストーリー・テリングの基本はユニットのス
トーリーを追うだけであるが、様々なバリエー
ションをつけることができる。登場人物のひと
りになったつもりでひとり語りさせる「なりき
りストーリー・テリング」、ある場面のあとで
起こったと考えられる会話を創作させる「創作
会話j、まとめとしてそれまでのストーリーも
まじえて登場人物紹介をさせる「パーソナル・
プロファイル」などである。これらのバiJ　L・一
ションも、学生のチャレンジ精神を刺激する。
　ストーリー・テリングの成果は本来なら個
別に面接をして確かめるべきものなのであろう
が、受講者が多いので、期末の評価はペーパー
で行っているeストーリー・テリングとそのバ
リエーションがそのまま試験問題になるのだ
が、ほとんどの学生がかなりの量を書くことが
できる。ストーリー・テリングを行うことで、
自発的なスピーキングが自発的なライティング
に移行し、理解語彙が使用語彙に昇格している
様子がみてとれる。
　なお、現在は、ストーリー・テリングのため
の予習などは必須としファイルに蓄積していく
ことを奨励しているものの、回収していない。
portfolio方式でまとめさせたり4、お互いに公
開して読み合うためにプログに書き込ませたり
sすることも考えられる。また、映画の背景や
文化に関わる情報をソロやグループの課題とし
て調査させ、それらを発表させたりすることも
随時行っているが、このような課題を定期的に
プロジェクトとして組み込むこともできよう。
こうすることで、「話し聞く」だけでなく、「書
き読む」カをさらに伸ばす学習が期待できる。
3．実践の学生評価
　映画教材を使ってストーリー・テ1」ングを実
践した平成17年度の通年講義の終盤（12月）
に行った学生アンケート（自由記述、26名回収）
によると、リスニングカが紳びた（15名）、変
わらない（2名）、わからない（3名）、スピー
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キングカが伸びた（17名）、変わらない（5名）、
わからない（2名）であった。前項で述べたこ
とを例証するものとして、ストーリー・テリン
グについての学生の声を中心に以下に分類して
示す。
　まず、ストーリー・テリングのおかげでスピ
ーキングの力が伸びたと評価する学生の声であ
る。
　○最初はとても難しかったが、慣れてくると
　　以前よりも話すスピードが速くなったり話
　　す量が増えているのがわかるので、充実感
　　があった。
　○実際に自分が耳で聞いたりテキストで学ん
　　だ表現を口に出すよいチャンスだと思っ
　　た。これをすることで、日常会話が自分に
　　入ってきたし、スピーキングの力も上がっ
　　たと思う。最初の頃よりも耳で聞いた音を
　　すぐにそのまま口に出せるようになってき
　　たと思う。
　○テリング・ストーリーは自分にとって非常
　　に有益だった。私は状況をより詳しく描写
　　するためにsmilinglyなど副詞をたくさん
　　使うことを心がけた。よってたくさんの副
　　詞を覚えるきっかけになった。スピーキン
　　グカが上がったかは自分であまり自覚はな
　　いが、去年の4月の自分だったら今やって
　　いるストーリー・テリングはできないと思1
　　う。
　○ストーリー・テリングを通してスピーキン
　　グがよくなったのではと思う。他の人が使
　　った違う表現を聞くこともできるし、何よ
　　り、自分の中での理解が深まっていくのを
　　実感した。1回目は4入で、2回目は2人
　　というのもいいと思った。
　○簡単な言い方を探して口に出すのはすごく
　　いい練習になったが、一内容が難しくなった
　　りもっと詳しく言いたいという時にはうま
　　く表現が出てこないことが多い。でも、毎
　　回少なくとも2回は練習できるので、いい
　　練習になっている。
　Oスピーキングも以前よりはつっかえないで
　　うまく映画の中に出てきた単語を使ったり
　　して言えるようになったと思う。でも細か
　　く話すことができなくて、自分の覚えてい
　る部分に偏って話してしまっていた。
○ストーリー・テリングは誰と一緒になるか
　わからなかったので、それが逆に効果的だ
　ったと思う。言い換えなどを用いるために
　単語も多く学べた気がする。
○ストーリー・テリングは難しかったけれど、
　熟語など聞き取れなかった英文がちゃんと
　話せるようになった。本文で使われている
　難しい単語の代わりに自分で使える単語に
　代えて話せるようになった。
○ストーリー・テリングで、内容がわからな
　かったところも自分たちで教えあうことで
　わかるようになるし、英語を話す機会も増
　えるのでよいと思う。
○この授業は大変面白く自分の力も着実に伸
　びたと思う。スピーキングも自分の表現し
　たい雷葉を工夫をこらして何とか相手に伝
　えようと努力した。
○ストーリー・テリングのおかげで、英語で
　話すことに抵抗がなくなり自信がついた。
　リスニングとスピーキングの力が相互に関連
して伸びたという指摘もある。
○初期に比べるとリスニングカは上がったと
　思う。ストーリー・テリングがあるせいで、
　いつもより必死で聞いていたからかなと思
　う。
○リスニングカがついてきたのと平行して、
　聞き取れるからしゃべることもできるとい
　うようにスピーキングカも前よりも上がっ
　たと思うし、ペアで練習することによって、
　自分とは違う表現を使って説明しているの
　を聞いて勉強になった。
　改善すべき点として、スピーキングの後に、
ライティングをして確認することや語彙の増強
の必要性があがった。
○ストーリー・テリングで自分がしゃべった
　ことが正しい文章なのかがわからずじまい
　であったのは残念だった。最後にそれを紙
　に書き出したらよかったのかなと思った。
○ストーリー・テリングは難しく感じ、いつ
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も言いたいことが言えなくてもどかしいと
思った。同じ単譜ぱかり使ってしまうので、
語彙力をあげたいと思った。
　Pre・vicwingの漸動として単諮や熟語を勉強
しておくことはリスニング・スピーキングの双
方に有効であった。
○この授業では映画を見る前に、いくつか文
　法（福嶋注：新出の単言｛｝や熟語を使った表
　現のことか）を勉強するので、なぜか暗示
　がかかったように、映画の中でその文だけ
　はっきりと聞き取れるようになった。スト
　ーリー・テリングも、スクリプトで話の流
　れを見ながらでなく、自分の言葉で簡潔に
　伝えられるようになった。
Oストーリー・テリングはすごく難しくて最
　初は大変だったけど、重要な単語や熟語を
　おさえておくと少しはやりやすいと思っ
　た。
3．リーディングの授業
　LL演習における聞き取った（見取った）内
容を話すという活動は、リーディングの授業に
おける読み取った内容を書くという活動に移し
変えることができる。リーディングはともすれ
ば、日本語による内容把握に終始しがちである
が、そのやり方では、せっかく読んだ英文が頭
に残らない。私のリーディングの授業では、英
文の内容理解は主に英問英答によるものとし、
わかりにくい文のみ必要があれば和訳すること
とし、段落ごとに要約をして全体の論理関係を
理解させている。そして、post－readingの課題
として、英文の要約を書かせている。
　英文で要約をするメリットは次の二つであ
る。一つは、要約をするために、重要な文を探
し出し、論理関係を構築する練習になるという
ことである。二つ目は、英文を書くことで本文
申の単語や熟語などが身につくことと、まとま
りのある文を書く練習になるということであ
る。「意思疎通をしたいという動機」をもって
読：者（audience）を意識して書くことを徹底さ
せ、書いたものを相互に読み合い感想を述べ合
うことができれば、言語交流が成立する。
4，ライティングの授業
　ライティングの授業においても、前項の考え
方を実践することができる。高校までの英作文
の授業は、単文の和文英訳であることが多い。
短大入学直後の学生に聞いてみると、自分の書
きたいことを一つ以上のパラグラフで表現する
というタイプの英作文を経験したことのある学
生はかなり少ない。そこで、入学したての学生
の英作文の授業の目標は、まとまりのある内容
の英文を書くということにしているe
　具体的には、自己紹介文から始まって、入物
紹介記事（パーソナルプロファイル）、近況報
告の手紙、フォーマルな依頼の手紙、ストーリ
ーの創作、映画評や観光パンフレットの製作、
英文履歴書の作成などを行う。大きなテーマを
与えて、必要な単語や熟語、沓式、構成などを
示して練習したあとで、具体的に何を書くかは
自分で考えさせる（skil1－getting）。読者を想定
してかきあげて、書いたものをお互いに交換
して読み、コメントを書く（skill－using）。この
peer　feedback6が「意思疎通をしたいという動機」
を高めるために大きな意味をもつ。ほぼ毎週の
ライティング課題は常にpeer　readingの対象に
なる他、期末に完成提出することになっている
project　writingの課題は、少なくとも一つのジ
ャンルについてそれぞれの学生がクラスメイト
全員分読むことを恒例にしている。
5．濠とめ
　skill－gettingとskill・usingという考え方により
教育実践をまとめてみたが、もちろんこれです
べて事足りるというものではない。佐野・米山・
松沢が書いているように7、「リバースのように、
skill－gettingとskill－usingを二分する立場」をと
らず、「fiuencyとaccuracyの両方を高める統合
モデルが必要だ」という立場も理解できる。ど
のレベルの言語活動であっても、機械的な言語
操作でなく、できるだけ学生にとって意味のあ
るコミュニカティブな言語運用をはかることに
いつも配慮したい。
（注）　　　　　　　　　　　　　　　・
監WM．リバース／M．S．テンパリ・一著　天満美
智子訳　1985『英語教育実践ハンドブック』
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